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桑の倍数性接木における台穂間の相互作用に関する研究

（5）4倍体台木が花穂の着生、菓貿および収量に及ぼす影響

東城　功・渡辺　四志栄
（農林査読東北支場）

1　ま　え　が　さ

倍数性桑樹の繁殖および抵抗性台木利用の立場から

台穂間の相互作用を明らかにする目的で，すでに第1

報（19°d）では2ガとその同質4ガの枝条を台木とし，

それぞれに改良夙返（2∬）を接挿木した苗木の発芽，

苗木の大きさ，活着率等について報告し，第2報（1970）

ではその苗木を圃場に栽植し，春季の発芽，枝粂槙成，

寒枯れ，裾上り，葉の面積重および水分，葉の成長，

収量等への影響について報告した。

本報告は．花穂の着生，葉質および収量に対する影

響について調査した結果である。

2　試　験　方　法

19占8年4月栽植（瞳間1、5†托，株間1．0椚；振刈

仕立，供試株数：2∬（改良鼠返／2∬（剣持），2∬（改

良鼠返）／4∬（剣持），それぞれ，1区20株あて2

速制）し，肥培管理は蚕糸試験場試験桑園管理基準に

準拠して行い，植付5年目までは春切り，4年目以降

夏切りとして植付後7年開花穂の着生状況，枝粂長，

収集量を年次別に調査するとともに，飼料価値判定の

ため1～4齢まではふつう桑を給与し5齢起蚕から目

的桑葉を給与上演させて繭賀詞重を行った。また，葉

緑素計（Ⅹ1一皿型）で春・秋季に葉の葉緑素量を調査

し，色差計（K5型）で葉色を調査した。

5　試験結果および考察

1　花穂の着生状況：2∬台木に接木された穂はそ

の年には花芽の分化がみられなかったが，4∬台木の

穂は夏季すでに花芽の分化が行われた。この現象はそ

の後も毎年観察された。植付5～d年目，それぞれ，

夏切枝条における花穂の着生状況を調査した結果は第

1表のとおりで，4∬台木は2∬台木の場合に比較し

て枝粂長はほぼタを，絵芽数は20～50序少ないにも

かかわらず着生した花穂数は8～11倍にも逢した。

4：r台木の花穂の着生が早期に，かつ，多数者生し，

さらに雌花穂は，2∬台木では早期に落下する例が多

かったが4∬台木では完熟した杜が得られた。

第1表　台木を異にした桑樹の花穂数

年 次 試　 験　 区 枝 条 長 毯 芽数 く発芽 花 椿 数

1 9 7 1

2 ∬／ 2 ∬

（〕Ⅵ

2 0 2

　 ＝l

5 4．8

コ

5．8

コ

1 0．9

2 ∬／ 4 芳 1 0 8 4 5．0 R d 1 1 7 2

1 9 7 2

2 ∬／ 2 ∬ 2 2 0 7 R 4 1 0，5 1 5．5

2 ∬／ 4 ∬ 1 5 0 5 °．2 8．7 1 2 0．1

2　垂線素含量：栽稔る年目における春（8月8日）

と秋（9月1日）の最大葉直下の成熟葉について葉緑

素を比較すると，いずれも4∬台木の方が多かった

（第2表）。

第2表　台木を異にした桑樹の葉緑素量（1971）

試　 験　 区 春 （6 月 8 日） 秋 （9 月 1 日）

2 ∬／ 2 ガ 0．0 9 7 0．1 2 0

2 ∬／ 4 ∬ 0．1 2 7 0．1 °5

5　葉色：また，2と同様の葉を用いて葉色を調査

した結果，2∬台木に比較して4∬台木は春季は1

（明度）がやや小さく，a（線色虔）およびも（黄色

度）が小さかった。晩秋季では逆にし，乙，bともに

大きかった。なお，色差は春は大きく晩秋は小さかっ

た（第5蓑）。

第5表　台木を異にした桑樹の葉色（1971）

調査 時 期 試 験 区 L 乱 b 色 差

春
2 ∬ ／ 2 ∬ 2父7 4 －12．18 1 2．14

5．47
2 ∬ ／ 4 ∬ 28．0 8 － 10．22 鼠8 2

晩　 秋
2 ㌶ ／ 2 ∬ 28．占0 － 10．4 2 1 1．14

1．00
2 ∬ ／ 4 こじ 29 4 5 － 1 0．d 2 1 1．8 5

4　飼育試験：1～4齢まではふつう桑を給与し，

5齢起蚕から熟蚕まで目的の2∬台木桑葉，4ガ台木

桑薬を給与して蚕体重の増加をみると春蚕期はほとん

ど変わりなかったが．晩秋蚕期は4∬台木桑の方が軽

かった。結南蛮歩合および化嫡歩合はいずれも春蚕は

4ガ台木桑が良く晩秋蚕は2∬台木桑が良かった。全



東　北農業研究　第15号　（1974）　　　　　　　　　　　577

前垂．＃層垂も春蚕は4∬台木桑が良く晩秋蚕は2

∬台木桑が良かった（第4表）。

第4表　台木を異にした桑樹の蚕の飼育成績（1971）

試 （那 思 結歩

験 繭5 起

齢 査

5 5

齢 日■区 重合
顔
塁

2 ∬ ／ 2 ∬

ダ ダ 喀 （ガ 　 グ

2 ．8 5

C g

1．1 0 4 ．5 9 8 9 0 8 0 ．4

2 ∬／ 4 ∬ 1．1 1 4 ．5 5 9 8 9 2 2 ．9 4 ‘ 1．9

2 ∬／ 2 ガ 0．9 9 5 ．5 8 9 9 9 7 2 ．1 4 4 5 ．0

2 ∬ ／ 4 ガ 0．9 9 5 ．1 2 9 d 8 8 1．9 8 4 2 ．D

春

5　枚条長：植付1～5年目（春切）および4～‘

年目（夏切）の平均枝粂長を比較したのが第5表であ

る。すなわち，2∬台木に比較して4∬台木桑の‘年

間の伸長はいずれも不良であった。

第5表　台木を異にした桑樹の落葉期
における平均枝条長

試験区 1 9 d d
（植付1 年 日）

1967 19d8 1969 197 0 197 1

2 くr／ 2 ∬ 　 （7花
1 7 5

1 5C牙 1 f 警 1 雪 1 ぺ 1 謂

2 ∬／4 ガ 5 7 7 4 9 0 8 5 6 5 8 4

‘　収量：植付2～5年目（春切）および4～‘年

目（夏め）の年間収量を比較すると，4∬台木桑は2

∬台木桑の15喀（2年自），21喀（5年目），19痴（4

年目），20痴（5年目），19喀（d年目）であった。

第6表　台木を異にした桑樹の年次別収薬屋（10アール当たり）

試　 験　 区 1 9　8　7 1 9　8　8 1 9　占　9 1 9　7　0 1 9　7 1

2 ∬ ／ 2 ∬
毎 毎 吻 毎 毎

1．1 1 0 （1 0 D ） 1，8 0 4 （1 0 0 2．8 4 8 （1 0 0 ） 5．1 4 9 （1 0 0 ） 2．5 7 7 （1 0 0 ）

2 ∬　／　 4 ∬ 1 4 5 （1 5 ） 5 5 4 （2 1 ） 5 5 0 （1 9 ） d 1 5 （2 0 ） 4 8 2 （1 9 ）

注・1）1987年は晩秋蚕期（棄量），℃8年は秋・晩秋蚕期（菓量）の収量の合計，，89年

以降は春蚕期（新槍屋），晩秋蚕期（葉量）の合計収量を示す。

2）圃場植付は19日年4月。

5）（）内の数字は指数を示す。

以上のように，4：r台木桑は花穂が早期に，かつ，

多数者生すること，葉緑素量の多いこと，晩秋季にお

ける1，8，℃の大きいこと，枝条伸長の不良なこと，

収量の少ないことなど2ガ台木と明らかな違いを見せ，

台木の種類によって地上部の発育様相に違いが生ずる

ことは明らかである。4∬台木桑が上記現象を呈する

主な理由は，4∬台木自身の板の伸長力および分岐板

の発生の少ないこと（東城ら19砧）に起因しているこ

とが推定される。したがって，4∬台木の実用面への

利用は，花穂が早期にしかも多数者生し雌花にあって

は良く完熟することから，育種用親木の養成用に横僅

的に利用すべきと考えられる。

4　要　　　　　約

2∬（剣持）と4∬（剣持）の横条を台木とし，そ

れぞれに改良鼠返（2∬）を接挿木した苗木を19砧年

圃場に栽植し，植付5年員まで春切り以後夏切りを行

って両者の比較調査を行った。

1　夏切枝条に着生した花穂数は，4∬台木は2∬

台木に比較して早期にしかも多数者生した。また，4∬

台木に着生した雌花は完熟植となった。

2　葉の葉緑素量は4∬台木桑の方が春・秋ともに

多かった。

5　4ガ台木桑の葉は，春季は1，a，もの度合が

小さく晩秋季は大きかった。逆に色差は春に大きく晩

秋季は小さかった。

4　蚕の飼育成績は春蚕期は4∬台木桑，晩秋蚕期

は2∬台木桑が艮かった。

5　枚条の伸長・収量は各年次とも2∬台木桑が勝

った。
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